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第2章r婦 人之友』誌にみる住生活関連記事の概要

第1節 住生活関連記事の割合と内容の特徴

1.住 生 活 関連 記 事 の割 合

大 正 期 を 中心 とす るデ モ ク ラ シー期 の 『婦 人 之 友』 誌 に掲 載 され た住 生 活 に関 連 した記

事 は,少 な くと も500件 以 上,頁 数 に して1800頁 を こえて い るが,こ の時 代 の 『婦 人之 友』

誌 全 体 に 占 め る住 生 活 関連 記 事 の割 合 は 少 な い。 頁数 の割 合 をみ る と,年 に よ って ば らつ

きは あ る もの の,い ちば ん 多 い年 で も6%程 度 で あ り,年 に よ って は1%に み た な い もの

もあ る。

2.住 生 活 関連記事 の特徴

しか し,『 婦 人之友』 誌 の記 事全体 に 占め る住 生活 関連 記 事の割 合は少 ないが,第2節

で詳 し くみ る よ うに,記 事 の 内容 が 単な る住 宅 の外観 の紹 介や掃 除 や整理 整頓 の仕 方,設

備 に関 す る知 識 とい った よ うな ものば か りで は な く,住 宅 の 平面 図 や住 み 方や住居観 を と

お して住 様 式 の問題 に まで言 及 した もの が 多 い ことは,『 婦 人之 友 』 誌 の特徴 で あ る。

『婦 人之友』 誌 を分析対 象 に選 ん だ理 由の一 つで あ る。

3.都 市 ・住 宅 問題 に関 す る記 事

『婦 人之友』 誌 も,時 代 の影響 を受 けて 内容 の変 化 して い る雑 誌 で あ る。 こ う した 『婦

人之友』 誌 の性格 は,『 婦 人 之友』誌 の特徴 と も限界 と もいえ る もので あ るが,こ の時代

の 『婦 人之友』 誌 には,あ た ら しい家庭 生活 像 を求 め る姿勢 に,時 代 の影 響 も加 わ って ,

都 市 の住 宅 事情 や住宅 問題 に関す る記述 もい くつかみ られ る。 目次 を拾 って み ると,

1912明 治45年4月 号 都 會 に於 け る住居 難 生 江孝 之

1915大 正4年6月 号 家 を建 て るの と借 りて い るの と 村 山元子

1919大 正8年5月 号 都 市 と住宅 の問題(建 築學 會 の講 演會 の メモ)
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1921大 正10年8月 号 都 會 生活 と住宅 難 布施辰 治

1922大IE11年8月 号 住 宅建 築 に現 れ た る時 代 の姿 佐 藤功 一

1925大 正14年5月 号 都 市 の美観 ・下水施 設 そ の他 小野基樹

1925人 正14年10月 号 櫻 井 の住宅地 よ り ふみ子

1926大 正15年5月 号 よ き生活 と都 市 問題 渡邊鐵 蔵

1929昭 和4年12月 号 家 賃調 べ

1931昭 和6年4月 号 婦 人 の立場 か らみ た住宅 問題 土浦 のぶ

1932昭 和7年12月 号 われ らの家計 の問題 借 金 を して も家 を建 て たい家 計

な どで あ る。 い くつかの記事 の概 要 をみれば,

な まえたかゆ き

(1)生 江 孝 之 「都會 に於 げ る住居難」

明治時 代 中期以降,わ が国 の産 業 は急 速 に発展 し,日 露 戦争 前後 か らは軽工 業 と と もに

重工 業 も発達 して い く。産 業 と大量 の人 口が都 市 に集 中 しは じめ,都 会 におげ る住 宅 難 は

深刻 な様 相 を呈 しは じめた。 『婦 人之友』誌 に も,各 戸 の住宅 の 内部 の問題 だけで は な く,

いわ ゆ る住宅 問題 や都 市 問題 が と りあげ られ るよ うにな る。1912(明 治45)年 には キ リス ト

教 の伝 道 家 で 「社 會 事業 の 父」1)と 呼 ば れ た生 江 孝 之 が 「都 會 に於 け る住 居 難」 を論 じ

て い る 。

以 「に概 要 を述 べ る。

『東京 ・人阪 の細 民 の住宅 事情 は ひ どい もので,最 近 東京 市 が調 べた と ころ,3円 以 下

の家 賃 の住宅 に住 んで い る もの が少 な くと も20万 人以 上 は あ る。 多 くは低湿地 に住 んで い

るので,そ の状 況 は惨惚 た る もので あ る。 諸外 国 の細民 の住居 難 の状 況 をみれ ば,日 陰 の

植 物 の よ うな悲惨 な あ りさまで,飲 酒 に走 って お り,住 居 が人間 にお よぼす感 化 は 大 きな

もので あ る。 英国 をは じめ とす る諸外国 で は社 会 事業 と して,貧 民 屈 の住 居 難 を取 り除 い

て お り,教 会 に も出席 す るよ うにな った』 ことな どを紹 介 して い る。

イギ リスの オ ク タビア ・ヒル女 史 につ いて も紹 介 して い る。

『ヒル女 史が住 宅 改 良 に成功 したのは,始 終 攣 は らざる同情 と,親 切 な る態 度で 熱心 に

生活改善 を説 いた か らで あ って,家 屋 の改造 には家庭 の改 良 が基 本で あ る。 わが国 で も浅

草 玉姫町 の市営住宅 は,幼 児 委託所 や集 会所 ・娯楽所 も備 え,救 済 的,改 善 的 で あ る。 わ

れ われ も各 自の住宅 難 だけで は な く,労 働 者 の住宅 難 に思 い をめ ぐらそ う』 とい う趣 旨の

もので あ る。 あ くまで慈 善 の立場 か らで は あ るが,労 働 者 の住宅難 の問題 が社 会的 な関心

に な りは じめ た ことがわか る。
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(2)日 本建 築學 會 「都 市 と住 宅 の 問 題 」

1919(大 正8)年 に は,「 都 市 と住 宅 の 問題 」 と称 す る建 築 学 会 の 講i演会 の概 要が紹 介 さ

れ て い る。 住 宅 が都 市 の一 部 を構 成 して い る とい う認 識 に も とつ い て,い ろ い ろの 立場 か

ら問題 提 起 が され て い る もの で,興 味 深 い。 東 京 の住 宅 難 と都 市 の無 計 画 性 を具 体 的 に指

摘 し,道 路 もふ くめ て 計 画 的 な東 京 の都 市 計 画 を とい う もの が 多 い が,他 に郊 外 住 宅 地 の

開 発 を提 唱 す る もの,外 国 に習 って経 済 的 で 衛 生 的 な ア パ ー トメ ソ トを推 奨 す る もの,そ

して 一般 市 民 へ の 教 育 の必 要 を説 くもの な ど,あ らゆ る問 題 が 出 され て い る。 住 生活 の 問

題 が都 市 問題 の視 点 で と らえ られ る よ うに な って きた こ と を示 す もの で あ ろ う。

(3)布 施 辰 治 「都 會 生 活 と住 宅 難 」

1921(大 正10)年 に は,弁 護 士 の 布施 辰 治 が 「都 會 生 活 と住 宅 難 」 と題 して ,当 時 頻 発す

る よ うに な って い た 借 家 争 議 の 問題 を と りあ げ て い る。

概 要 は つ ぎの とお りで あ る。

『借 家 争 議 は運 の悪 い か わ い そ うな借 家 人 の問題 だ と思 って い るか も しれ な い が ,中 産

階級 に もす ぐに波 及 す る状 況 に な って い る。 借 家 の問 題 は国 家 的 な関心 とな 一,てお り,新

借 家 法 も成 立 した。 東 京 市 の住 宅 事情 を統 計 的 に説 明す る と,全 東 京 市の居 室 面積 を人 口

(2,377,884人)で 割 る と,一 人 あ た り3.5畳 とな って い る。 と こ ろ が あ る調 査に よ る と,持

ち家 の 平均 は1戸 あ た り約33坪,畳 数 約41枚 で,1人 あ た り畳 数7枚 弱 と な 一,てい る、,東

京 の全住 宅 の うち,6万 戸 が持 ち家,25万 戸 弱 が 借 家 用 だ と推 定 され るが,そ うす る と,

借 家 の1人 あ た り居 住 面 積 は1.5畳 とな り監 獄 以 下 の状 況 で あ る。 また,25万 戸 弱 の借 家

数 に対 して,借 家 人 は56万 世帯 強 とな って い る。1人 あ た り居 住 面積 の 面 か らみ て も,借

家 数 か らみ て も,驚 くべ き借 家 の払 底 状 況 で あ る。 他 人 ご と と して で は な く,重 人 な社 会

問題 と して と らえ る必 要 が あ る』 とい う もの で あ る。

第 一次 世界 大 戦 中 の好 況 と急 速 な 工業 の発 展 に よ って,物 価 が は げ し く1二昇 し庶 民 の 生

活 を圧 迫 した。 都 市 で は住 宅 が 不足 し,家 賃 も急L昇 した。 寺 内 内 閣 が シベ リア出 兵 の 方

針 を固 め た こ とか ら,米 の投 機 的 な 買 い 占め と売 り惜 しみ も加 わ って,1918(大11=7)年 に

は米騒 動 が起 こ って い る。 結 局,寺 内 内 閣 は退 陣 を余 儀 な くされ ,こ れ を き っかけ に 普選

運 動 を は じめ とす る政 治運 動 は もち ろ ん,民 衆 的 な労 働 運 動,農 民 運 動 な どが活 発 に な っ

て い く。1920(大 正9)年 に は 日本 で最 初 の メー デー もお こな わ れ て い る。 借 家 争議 も頻 発

す る よ うに な る。 家 賃 が急 上昇 した うえ,一 部家 主 が 乱造 した借 家 で 法 外 な家 賃 を と った
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り,家 の 明 け渡 しを迫 るな ど した の で,東 京 ・大 阪 ・仙 台 な どで 借 家 人 が結 束 して 争 議 を

起 こ した。1921(大 正10)年 に は借 家 人組 合 が結 成 され,翌1922(大 正11)年 に布 施辰 治 らを

中心 に借 家 人 同 盟 へ と改 組 され た。 この借 家 人 同盟 は,そ の後 関 東 大 震 災後 の 被 災地 で の

借 家 人 の権 利 擁 護 の運 動 な ど に大 きな役 割 を果 た し,労 働 農 民 党 の結 成 に参 加 して い く2)

が,そ の 中心 とな った 布 施 辰 治 が,東 京 の借 家 の す さ ま じい状 況 を分 析 的 に書 い て お り,

当時 の生 々 しい様 子 が伝 わ って くる。

(4)新 しい町

1925年 の 一一一連 の 新 しい町 に関 す る論 文 は,こ の時 代 に 出 現 しは じめ た 田園都 市 の 問 題 を

中心 に した,い ろ い ろの 方 面 か らの提 言 で あ る。 欧 米 諸 外 国 の例 に学 び な が ら,こ れ か ら

の都 市 生 活 を展 望 して い る もの で あ る。

1925大 正14年8月 号 新 しい町 の設 計 圖

1925人 正14年8月 号 新 しい町 に望 む 都 市 と田園 三 宅 雄 二 郎

1925大 正14年8月 号 新 しい町 に望 む 新 しき町 の 消 費纒 濟 安 部 磯 雄

1925大 正14年8刀 号 新 しい町 に望 む 道 路 と公 園 の裕 か な 市街 田川 大 吉郎

1925大 正14年8月 号 新 しい町 に望 む 獲 生 的 に考 へ る 遠 藤 新

の と お りで あ る。

(5)集 合 住 宅 ・グル ー プ住 宅

集 合 住 宅 や アパ ー トメ ソ トに つ い て紹 介 した もの

1918大 正7年2月 号 親 しい 友 達 同 士 の ホ ー ム ミスペ ー ヂ

1922大 正11年2月 号 私 の経 験 しつ つ あ る アパ ー トメ ソ ト ー 海 軍 士 官

1926大 正15年4月 号 ア パ ー トメ ソ トの 話 稲 宮 又 吉

1926大 正15年8月 号 中 産 階 級 の ア パ ー トメ ソ ト

1929昭 和4年8月 号 ア パ ー トメ ン ト

1929昭 和4年10月 号 ア パ ー トに住 ん で 働 く夫 婦 記 者

1930昭 和5年9月 号 共 同 住 宅 の方 へ 石 原 憲 次

1930昭 和5年11月 号 住 み 方 さ ま ざ ま ア パ ー ト生 活

1931昭 和6年4月 号 ア パ ー ト生 活 細 断 面

1931昭 和6年9月 号 現 代 の 集 合 住 居 蔵 田周 忠
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1g31昭 和6年12月 号4軒 の 集 合住 宅

1933昭 和8年2月 号 ア パ ー ト纒 営 の 手 引 細 木盛 枝

1934昭 和9年5月 号 アパ ー ト住 まい

や,グ ル ー プ住 宅 の試 み もみ られ る。

1930昭 和5年8月 号 グル ー プ住 宅 に つ いて 川 喜 多煉 ヒ

1930昭 和5年10月 号 グル ー プ住 宅 に 〆 切前 後

1930昭 和5年11月 号 グル ー プ住 宅 懸 賞 當 選 発 表 遠 藤 新

1932昭 和7年1月 号 國 際 グル ー プ住 宅 の實 現 佐 藤 瑞 彦

1932昭 和7年1月 号 四家 族 の グル ー プ住 宅

1932昭 和7年4月 号 南 洋 の 一一小 島 で 國 際 グル ー プ住 宅 を試 み て

『婦 人 之 友』 誌 は こ う した点 か ら も興 味 深 い資 料 で あ る。

第2節 住 生 活 関 連 記 事 の 経 年 変 化

住 生活 関連 の記事 は,記 事 の分量 だけで は な く,扱 わ れ て い る内容 に も経 年的 に変 化 がみ

られ る。内容 を,表2-1の とお りに分類 して経 年的 な動 向 をみ た(図2-1参 照)。

a.住 様 式 住様 式 ・住居 観 ・住宅 の平 面 図 な どが採 取 で きる もの。 本研 究 の主た る分

析対 象 で あ る。

b.保 健 ・衛 生

c.台 所 『婦 人之 友』誌 の性格 上,能 率 的 な台所 や台所 改善 な どに関す る記 事 が多

いた め,他 の設 備 や保健衛 生 な どとは別 に項 目を設 けた。

d.設 備 風 呂 ・便所 ・洗面所 な どに関す る もの。

e.イ ソテ リア ・照 明 ・家 具

f.住 居 管 理 ・掃 除 ・整理 整 頓

これ も 『婦 人之 友』 誌 の性格 上,か な りの分量 の記 事 がみ られ る。 台所 や

他 の設備 に関す る ものは,こ の項 で は扱 わず,そ れ ぞれ の項 目に入れ た。

g.住 宅 の工 法 や構造 に関す る技 術的 な問題

h.住 宅 問題 ・住 居 費

i.都 市 問題

j.他 ・分類 不能

表2-1住 生 活 関連 記事 の 内容 の分類

一23一



住 生 活 関 連 記 事 の な か で,住 宅 の 平 面 図 ・住 み 方 ・住 居 観 な どが採 取 で き る もの をa.

住 様 式 の 記 事 と して,本 研 究 の 主 た る分 析 対 象 と した。 住 生 活 関 連 記 事 全 体 に 占 め る

a.住 様 式 の 記 事 の 比 率 は か な り大 きい が,経 年 的 に は1935年 以 降 少 な くな る。 この 研 究

の 分 析 対 象 を1934年 まで と した 大 き な理 由 で あ る。 残 りの 記 事 をb.保 健 ・衛 生 ,c.

台 所,d.他 の 設 備,e.イ ソテ リア ・照 明 ・家 具,f.住 居 管 理 ・掃 除 ・整 理 整 頓,

g,住 宅 の 工 法 や 構 造 に 関 す る技 術 的 な 問 題,h.住 居 費 ・住 宅 問 題,i.都 市 問 題,j.

他 ・住 生 活 全 般 に わ た る もの ・分 類 不 能 の もの に 分 類 した 。

f.住 居 管 理 や 掃 除 ・整 理 整 頓 に 関 す る記 事 は,a.住 様 式 の 記 事 と は 逆 に1935年 こ ろ

か ら多 くな る。 内 容 と して も,f.住 居 管 理 や 掃 除 ・整 理 整 頓 に 関 す る もの は ,初 期 の も

の は 和 風 住 宅 の管 理 の 問 題 を と りあ げ,間 取 りの 変 容 に か か わ る議 論 を展 開 して1、・る が ,

しだ い に 整 理 整 頓 の仕 方 に 片 寄 って い く。1935年 以 降 の もの で は 「隅 か ら隅 まで 徹 底 的 に

整 理 され た家 」(1936),「 無 駄 無 しの 家 ・生 活 の端 々 に細 か な 工 夫 」(1937),「 整 理 下 手

の 家 の 整 理 手 ほ ど き」(1942)な ど,工 夫 を重 視 す る もの が 多 くな り,時 代 を反 映 して 「非

常 時 封 策 生 活 革 新 の實 例 」(1937)な ど と い う記 事 が ふ え て い く。b.保 健 衛 生,c.台 所,

やd.設 備,e.イ ソテ リア ・照 明 ・家 具,の 項 目な ど に つ い て も同 様 の こ とが い え る。

創 刊 当初 か ら大 正時 代 の 記 事 は 新 しい生 活 様 式 を積 極 的 に求 め て い く姿 勢 が強 い の に対 し,

昭 和 時 代 に 入 る と1二夫 に関 す る もの が 多 くな り,と くに昭 和 十 年 代 以 降 は 「最 も無 駄 の な

い能 率 的 な照 明 を」(1939)な ど,1:夫 に終 始 す る。
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第3節 住 生 活 関 連 記 事 の 著 者

『婦 人 之 友 』 誌 の記 事 は 著 者 別 に大 き くつ ぎの3つ に分 け られ る。

1.読 者 の 記 事

『婦 人 之 友 』 誌 の 大 きな特 徴 と もい え る もの だ が,読 者(お もに 主婦)の 投 稿 記 事が 多

い。 約150件,400頁 以 上 に お よん で い る。 『婦 人 之 友』 誌 読 者 に は ,実 生活 の な か で 住 生

活 の改 善 に努 力 して い る人 が 多 く,そ の体 験 を交 流 す る記 事が 多 い。 編 集 部 も 「譲 者 と懇

親 を結 び,お 互 い に家 庭 の こ とを研 究 した い」 と投 稿 欄 ・相 談欄 ・競技 課 題 を設 け て い る。

ま さに 「読 者 との協 同 に よ って生 活 の な か に実 現 して い く実験 精 神 」3)で あ る。 住 生 活 関

連 だけ を あ げ て も,

1914(大 正3)年4月 号 『住 み よ き家 の間 取 り圃』

1921(大 正10)年4月 号～5月 号 『何 ん な住 宅 が欲 しい か』

1922(大 正11)年11月 号 『理 想 と實 際 の 小 住 宅 』

1923(大 正12)年3月 号 ～1924(大 正13)年2月 号 『住 宅 建 築 問 答』

1926(大 正15)年4月 号 『私 の住 居 』

1928(昭 和3)年4月 号 『家 を建 て る まで』

1928(昭 和3)年10月 号 『豪 所 のr夫 い ろ い ろ』

1929(昭 和4)年6月 号 『豪 所 の研 究 』

1932(昭 和7)年7月 号 『特 集 台 所 浴 室 洗 濯場 』

1933(昭 和8)年10月 号 『理 想 の我 が家 』

1934(昭 和9)年11月 号 『女性 の 手に な る家 庭 家 具 の 設 、li』

な どの 企 画 が み られ る。

2.専 門家 に よる記事

専 門 家 に よ る啓 蒙 的 な記 事 も充実 して お り,百 数1一件,500頁 以 上 にお よぶ。 著名 な建

築関係 者 だ け をあげて も,橋 口信助,伊 東忠 太,佐 野 利 器,大 熊 喜邦 ,遠 藤 新,木 檜 怒

一
,佐 藤 功 一,徳 永 庸,櫻 井 省吾,今 和 次郎,市 浦 健 な ど多彩 な顔 ぶれ で あ る。 当時

の住生活 に関 す る専門家 の啓 蒙 の状 況 を知 るとい う点 で も貴重 な資料 で あ る。
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1911明 治44年8月 号 千 五 百 圓 で 出 來 る洋 風 の住 宅 橋 口信 助

1911明 治44年9月 号 中 等 の 洋 風 住 宅 橋 口信 助

1911明 治44年11月 号 天 然 を利 用 した建 築 橋 口信 助

1912'1大 正1年9月 号 中 流 の 洋 風 住 宅 に要 す る家 具 橋 口信 助

1913大 正2{f1月 号 實 行 しやす い豪 所 の 改 良 案 深 見 久 七

1913大 正2年3月 号 食 事 部 屋 を如何 に設 備 す べ きか 深 見 久 七

1913大 正2年5月 号 趣 味 の 方 向 よ り見 た る衣 食住 岩 村 透

1913大iF2年6月 号 玄 關 の装 飾 と設 備 深 見 久七

1913大IL2年6月 号 千 圓 で 出來 る丸 木 造 りの 別 荘 橋 口信 助

1913人 正2年8刀 号 西 洋 風 に した書 齋 深 見 久七

1913大 正2年12月 号 日本 の 風 土 に適 合 せ しめ た 洋 風建 築 小 笹 三 郎

1915大 正4年2月 号 鷹 接 間 の装 飾 塚 本 靖

1915大 正4年10月 号か ら 住 宅 建 築 の 参 考 大 島 正橘

1916大 正5年6月 号 この頃 の住 宅 及 び 今 後 の住 宅 橋 口信 助

1916大 正5年8月 号 中 流 の住 宅 は い か に 設 計 す べ きか 伊 東 忠 太

1918大 正7年7月 号 住 宅 の換 氣 設 備 佐野 利 器

1920人 正9年4月 号 今後 の住 宅 は ど うな るか 大熊 喜 邦

1920大IE941'6月 号 出 來 合住 宅 組 立住 宅 大 熊 喜 邦

1921人IE10年4月 号 建 築 か ら見 た 米國 の家 庭 生 活 大 澤 一郎

1921大IE10年4月 号 住 宅 建 築 家 と して の 婦 人 岡 田信 一郎

1921大iE10年4刀 号 新 時 代 の要 求 す る家 具 木檜 恕 一

1922大 正11年8月 号 住 宅 建 築 に現 れ た る時 代 の姿 佐 藤 功 一

1923大 正12年7月 号 海 岸 の小 別 荘 遠 藤 新

1923大 正12年11月 号 バ ラ ッ ク ・バ ラ ッ ク ・バ ラ ック 遠 藤 新

1924大 正13年2月 号 住 宅 建 築 問 答 木 造 の 耐震 構 造 に就 て 木檜 恕 一

1924大 正13年3月 号 子供 室 とそ の 設 備 木檜 恕 一

1924大 正13年5月 号 一文字 の家 の攣 化 遠 藤 新

1924大 正13年5月 号 住 宅 小 品 十 五 種 遠 藤 新

1924大 正13年6月 号 小 住 宅 の間 取 りと寝 室 の 新 しい設 備 木 檜 恕 一

1924大 正13年9刀 号 夏 涼 しい家 佐 藤 功 一

1924大 正13年11月 号 経 濟 的 に考 案 した 新 しい住 宅 設 備 木檜 恕 一

1925大 正14年1月 号 住 宅 小 品 二 種 遠 藤 新

1925大 正14年3月 号 毫 所 の つ く り方 遠 藤 新

1925大 正14年3～8月 号 通 俗 建 築 字 彙 猪 野 勇 一 編

1925大 正14年8月 号 新 しい町 に望 む 獲 生 的 に考 へ る 遠 藤 新

1925大 正14年11月 号 開 放 した茶 の間 の 一 例 今和 次 郎
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1926大 正15年1月 号 新婚家 庭 内 の品物 調査 今和 次郎

1g26大 正15年1月 号 八帖 床 押 入 つ き 遠 藤 新

1926大 正15年3月 号 子供 室 は六 ケ敷 い 遠 藤 新

1926大 正15年4月 号 玄 關 門垣 根 遠 藤 新

1926大 正15年5月 号 掲 立 の家 田川 大吉郎

1926大 正15年7月 号 住 宅 改造 案 に答 へて 遠 藤 新

1926人 正15年9月 号 農 家 の毫所 を理 想 的 に改造 す る法 徳 永 庸

1926大 正15年10月 号 和 洋折 衷 小住宅 の設計 を批 判 して 徳 永 庸

1926大 正15年12月 号 家 族 八 人の住 宅 設 計 の批 判 徳 永 庸

1927昭 和2年4月 号 三 四千 圓で 出來 る小住宅 遠 藤 新

1927昭 和2年5月 号 千 圓 と千五 百圓 の住宅 今和 次郎

1927昭 和2年6月 号 鼠 が出 ない木造 住宅 の造 り方 永江 亘

1927昭 和2年9月 号 石 原 さんの家 遠 藤 新

1927昭 和2年11月 号 郊 外 小住宅情 景 今和 次郎

1928昭 和3年4月 号 設備 を主 と した家 佐藤 功 一一

1928昭 和3年4月 号 有川 君 の家 遠 藤 新

1928昭 和3年7月 号 日本 間 を涼 しげ な洋風 にす るには 木檜恕 一

1928昭 和3年10月 号 私 が室 を飾 る と した ら エ ム・べ一 コ ソ・ハ ッパー

1928昭 和3年10月 号 毫 所 の設計 に見 られ る新傾 向 大熊 喜邦

1929昭 和4年9月 号 三 千 圓 で 出來 た私 の家 今和 次郎

1929昭 和4年10月 号 建 て た家 の こと 今和 次郎

1929昭 和4年10月 号 小住 宅 の間取 り 櫻 井省 吾

1929昭 和4年12月 号 田舎 風 な家 矢 田 茂

1930昭 和5年9月 号 共 同住 宅 の方 へ 石原憲 次

1930昭 和5年11月 号 グル ー プ住 宅懸賞當選襲 表 遠 藤 新

1931昭 和6年9月 号 現代 の集 合住居 蔵 田周忠

1932昭 和7年3月 号 農婦 の生活 今和 次郎

1932昭 和7年6月 号 ま ことの隣 人友 の會 々員 の住宅 を設計 して 石川 徹

1933昭 和8年2月 号 アパー ト維 営 の手 引 細 木盛枝

1933昭 和8年10月 号 あ らゆ る意味 で の實 験 住宅 山越 邦彦

1933昭 和8年10月 号 乾 式建 築 の住宅 市 浦 健

1933昭 和8年10月 号 小住 宅 私 共 の家 池 谷定雄

1934昭 和9年8月 号 山 の小別荘 市浦 健

1934昭 和9年10月 号 近 代的住 宅 ブル ノオ タウ ト
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3.記 者 に よ る記 事 そ の 他

もち ろん記 者 に よ る新 しい住 宅 や住 生 活 の紹 介,提 案 記 事 も多 い。250件 以 上,約800頁

で あ る。
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